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梅
津　

政
志　

議
員

問　白石・七ヶ宿間バス路線廃止後の町営バスの運行計画は

答　基本的に白石市内への直通運行を考えている

質　

問

　

本
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
、

ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
が
白
石
・
七
ヶ

宿
間
の
バ
ス
路
線
を
廃
止
し
、

町
が
こ
の
区
間
の
代
替
運
行
を

行
う
と
聞
く
が
、
町
民
の
利
便

性
を
第
一
に
考
え
、
ど
の
よ
う

な
運
行
計
画
を
も
っ
て
こ
の
事

業
に
当
た
る
の
か
。
高
校
へ
の

通
学
、
そ
し
て
通
勤
、
ま
た
通

院
、
買
い
物
な
ど
の
バ
ス
利
用

者
に
と
っ
て
、
で
き
得
る
限
り

短
時
間
で
目
的
地
に
到
着
す
る

た
め
に
は
、
町
内
以
外
は
停
車

の
な
い
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
運

行
が
望
ま
し
い
が
、
考
え
を
聞

き
た
い
。

　

そ
れ
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
と
の
連
絡

も
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
不
可
能
だ
っ
た

も
う
少
し
遠
く
の
高
校
進
学
も

可
能
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
の

高
校
の
選
択
肢
も
広
が
る
の
で

は
な
い
か
。
そ
し
て
、
家
族
の

経
済
的
、
あ
る
い
は
精
神
的
な

負
担
の
軽
減
に
も
つ
な
が
る
も

の
と
思
う
。

　

町
が
走
ら
せ
る
バ
ス
な
の
で
、

で
き
得
る
限
り
安
い
料
金
で
、

し
か
も
使
い
勝
手
の
よ
い
運
行

を
期
待
し
た
い
が
、
運
行
計
画

は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

町　

長

　

ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
か
ら
の
廃
止

申
し
込
み
が
あ
っ
て
か
ら
、
白

石
市
と
そ
の
代
替
運
行
に
つ
い

て
協
議
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の

結
果
、
白
石
市
、
当
町
と
も
に

独
自
運
行
で
バ
ス
路
線
を
維
持

す
る
結
論
に
な
っ
た
。

　

運
行
計
画
は
ま
だ
な
い
が
、

基
本
的
に
白
石
市
内
へ
の
直
通

運
行
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
路
線
で
、
小
原

地
区
内
の
旧
道
を
走
行
す
る
区

間
を
、
代
替
運
行
で
は
国
道
の

み
を
考
え
、
若
干
の
時
間
短
縮

に
な
る
。
小
原
地
区
の
走
行
は
、

フ
リ
ー
乗
降
区
間
と
考
え
て
い

る
。

　

高
校
通
学
者
の
利
便
性
を
図

る
た
め
に
、
Ｊ
Ｒ
と
の
接
続
を

考
慮
し
た
ダ
イ
ヤ
に
し
た
い
。

　

料
金
に
つ
い
て
は
、
町
営
バ

ス
同
様
、
１
回
の
乗
降
に
つ
き

２
０
０
円
と
し
、
１
ヶ
月
の
定

期
代
も
１
万
円
を
切
る
金
額
に

な
る
。

　

ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
の
利
用
者
で

あ
る
高
校
生
、
進
学
予
定
の
中

学
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
同
時
に
、
白
石
高
校

七
ヶ
宿
校
に
も
希
望
ダ
イ
ヤ
の

申
し
入
れ
を
受
け
て
い
る
。
ま

た
、
通
院
に
利
用
す
る
一
般
の

方
の
利
用
時
間
帯
も
考
え
、
地

域
公
共
交
通
会
議
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
、
バ
ス
ダ
イ
ヤ
を
考

え
て
い
く
。

再
質
問

　

中
学
生
あ
る
い
は
高
校
生
に

対
し
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
内
容
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。
ま
た
、
町

単
独
で
走
ら
せ
る
と
い
う
こ
と

は
、
町
に
と
っ
て
も
大
変
大
き

な
負
担
に
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、

町
の
経
済
的
な
負
担
を
減
ら
す

た
め
に
こ
れ
以
外
に
方
法
は
な

か
っ
た
の
か
。

町　

長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
は
、
対

象
者
24
名
中
、
回
収
枚
数
は
20

枚
で
、
回
収
率
は
83
％
に
な
っ

て
い
る
。
結
果
と
し
て
は
、
20

名
中
17
名
が
代
替
バ
ス
を
利
用

し
た
い
と
の
回
答
が
あ
り
、
バ

ス
に
対
す
る
考
え
方
は
高
く
、

特
に
、
時
間
帯
と
料
金
に
つ
い

て
は
歓
迎
す
る
と
の
回
答
が
あ

る
。

　

財
政
面
の
負
担
に
つ
い
て

は
、
あ
く
ま
で
も
試
算
の
域
を

で
て
い
な
い
。
今
ま
で
と
同
じ

よ
う
な
運
行
形
態
で
実
施
し

た
場
合
、
２
０
０
０
万
か
ら

２
２
０
０
万
円
の
運
行
経
費
と

な
り
、
１
回
２
０
０
円
の
乗
降

す
る
形
に
な
れ
ば
、
年
間
の
バ

ス
使
用
料
は
４
７
０
万
円
か
ら

５
５
０
万
円
の
範
囲
に
な
る
の

で
、
約
１
５
０
０
万
円
の
町
持

ち
出
し
が
継
続
的
に
負
担
と
な

る
。
国
・
県
に
も
積
極
的
に
要

請
を
し
、
可
能
な
限
り
財
源
確

保
に
努
め
て
い
く
。

再
々
質
問

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
、
高

校
通
学
者
の
バ
ス
利
用
希
望
も

あ
る
が
、
ミ
ヤ
コ
ー
バ
ス
で
調

査
し
た
、
実
際
の
１
番
バ
ス
以

降
の
利
用
者
は
、
平
日
平
均
で

３
・
４
名
程
度
の
人
数
と
思
う

が
、
大
き
な
バ
ス
を
走
ら
せ
る

必
要
が
あ
る
の
か
。

　

本
年
度
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５

次
七
ヶ
宿
町
長
期
総
合
計
画
に

あ
る
「
デ
マ
ン
ド
方
式
」
の
検

討
は
、
早
急
に
導
入
で
き
な
い

も
の
か
。
買
い
物
や
通
院
な
ど

人
数
、
目
的
に
合
わ
せ
て
走
ら

せ
、
で
き
得
る
限
り
無
駄
を
省

い
た
効
率
的
な
バ
ス
の
運
行
を

検
討
す
る
考
え
が
あ
る
か
聞
き

た
い
。

　

近
隣
の
市
町
で
も
丸
森
町
、

角
田
市
、
高
畠
町
等
多
く
の
市

町
村
で
こ
の「
デ
マ
ン
ド
方
式
」

を
す
で
に
取
り
入
れ
て
効
果
を

上
げ
て
い
る
。
私
達
の
周
囲
で

も
、
高
齢
の
た
め
に
免
許
証
を

返
納
し
た
人
、
又
返
納
を
考
え

て
い
る
人
、
車
の
運
転
を
や
め

た
人
、
こ
う
い
っ
た
交
通
弱
者

と
言
わ
れ
る
人
が
増
え
て
い
る
。

自
力
で
目
的
地
に
行
く
こ
と
が

困
難
な
人
は
、
高
い
タ
ク
シ
ー

代
を
払
い
、
病
院
や
買
い
物
に

連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
た
め

に
大
き
な
負
担
も
強
い
ら
れ
て

い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
当
然
、

白
石
方
面
は
も
と
よ
り
、
山
形

方
面
へ
の
運
行
も
考
え
て
、
一

日
も
早
い
こ
の
デ
マ
ン
ド
方
式

で
の
実
現
を
希
望
す
る
が
、
考

え
を
聞
き
た
い
。

町　

長

　

町
単
独
に
住
民
の
利
便
性
を

考
え
た
バ
ス
運
行
を
基
本
的
に

考
え
、
今
後
の
時
間
帯
や
バ
ス

の
本
数
は
、
地
域
交
通
会
議
の

中
で
議
論
を
し
、
そ
れ
に
基
づ

き
進
め
て
い
き
た
い
。

　

事
前
の
予
約
で
走
ら
せ
る
住

民
バ
ス
「
デ
マ
ン
ド
方
式
」
は
、

大
変
効
果
的
な
の
で
、
今
後
商
工

会
と
連
動
し
、
サ
ポ
ー
ト
体
制

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　競争入札の制度改善は、どこまで進めるのか

答　公正、透明性を発揮しながら、今後も契約事務を執行していきたい

質　

問

　

総
合
評
価
落
札
方
式
で
は
、

「
一
般
競
争
入
札
の
拡
大
、
速

や
か
な
一
般
競
争
入
札
の
導
入
、

着
実
に
そ
の
拡
大
に
努
め
る
こ

と
」
国
庫
補
助
事
業
に
つ
い
て

は
、「
交
付
決
定
時
に
品
確
法

遵
守
に
つ
い
て
の
条
件
を
付
す

る
こ
と
を
原
則
と
す
る
こ
と
」

特
に
入
札
に
関
し
て
、「
透
明

性
の
確
保
、
不
法
行
為
の
防
止
、

発
注
者
の
関
与
の
防
止
徹
底
に

全
力
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
厳

正
に
対
処
す
る
こ
と
」
と
な
っ

て
い
る
。
新
聞
に
よ
る
と
、「
談

合
の
有
無
は
確
認
で
き
な
く
と

も
、
落
札
率
が
95
％
以
上
と
明

ら
か
に
落
札
率
が
高
す
ぎ
る
場

合
は
、
一
般
論
と
し
て
、
談
合

が
行
わ
れ
れ
ば
落
札
率
は
高
く

な
る
」
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。

①�　

町
長
の
答
弁
で
は
、「
一

般
競
争
入
札
は
、
１
億
円
以

上
に
つ
い
て
は
実
施
す
る
」

と
あ
る
。
さ
ら
に
国
や
県
か

ら
「
１
０
０
０
万
円
以
上

に
つ
い
て
は
、
一
般
競
争
入

札
を
導
入
し
な
さ
い
」
と
の

通
達
が
あ
る
が
、
町
で
は
指

名
競
争
入
札
で
執
行
し
て

い
る
。
町
が
定
め
た
行
財

政
改
革
実
施
計
画
大
綱
（
以

下
「
行
革
」）
で
あ
る
「
入

札
制
度
・
契
約
事
務
の
見
直

し
」
で
も
、「
入
札
の
透
明

性
、
公
平
性
を
高
め
る
た

め
、
一
般
競
争
入
札
の
導
入

を
推
進
す
る
」
と
示
し
て
い

る
が
、
な
ぜ
実
施
し
な
い
の

か
。

②�　

最
低
制
限
価
格
を
設
定
し

入
札
し
た
場
合
、
メ
リ
ッ
ト

は
あ
る
の
か
。
耐
震
工
事
で

落
札
率
が
99
．
２
％
と
制
限

し
た
こ
と
に
よ
り
競
争
原

理
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い

が
、
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
聞
き
た
い
。

③�　

総
合
評
価
方
式
要
綱
に
基

づ
き
工
事
を
施
工
し
た
こ

と
に
よ
り
、
指
名
委
員
会
の

認
識
と
改
善
が
今
後
求
め

ら
れ
る
。
耐
震
工
事
の
指
名

業
者
は
、
８
社
で
、
２
社
が

辞
退
し
て
い
る
。
委
員
会
で

は
、
ど
の
地
域
ま
で
を
地
元

の
業
者
と
す
る
の
か
聞
き

た
い
。

町　

長

　

総
合
評
価
方
式
は
、
地
域
の

建
設
業
者
の
役
割
が
適
切
に
評

価
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

透
明
性
の
確
保
が
図
ら
れ
、
納

税
者
の
理
解
が
促
進
さ
れ
る
効

果
が
あ
る
の
で
、
今
後
も
総
合

評
価
方
式
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。
ま
た
、
一
般
競
争
入
札
の

導
入
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
研

究
を
し
て
い
き
た
い
。

　

指
名
委
員
会
の
再
認
識
と
改

善
に
つ
い
て
は
、
委
員
会
は
工

事
担
当
課
で
起
案
し
、
業
者
選

定
の
際
は
、「
工
事
を
設
計
書

ど
お
り
に
完
成
で
き
る
か
」
を

慎
重
に
審
査
し
て
お
り
、
今
後

と
も
こ
の
方
法
で
実
施
し
て
い

き
た
い
。

再
質
問

　

町
長
の
答
弁
は
、「
総
合
評

価
方
式
も
指
名
競
争
入
札
は
可

能
で
あ
る
」
と
あ
る
が
、
入
札

契
約
適
正
化
法
に
基
づ
く
要
請

の
中
で
は
、
第
１
に
「
一
般
競

争
入
札
の
導
入
す
る
こ
と
」
で

は
な
い
か
。「
県
の
指
導
、
国

土
交
通
省
の
指
導
も
受
け
て

い
る
」
と
の
答
弁
だ
が
、
県
は
、

指
名
入
札
が
度
重
な
る
談
合
の

温
床
に
な
っ
て
き
た
こ
と
か

ら
一
般
競
争
入
札
を
中
心
と
し

て
お
り
、
国
土
交
通
省
で
も
一

般
競
争
入
札
を
大
前
提
に
進
め

て
い
る
の
が
実
情
で
は
な
い
か
。

国
や
県
等
の
指
導
を
受
け
た
事

実
か
ら
し
て
、
や
は
り
連
携
し

て
執
行
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

さ
ら
に
、
改
革
プ
ラ
ン
未
達

成
項
目
が
、
入
札
制
度
並
び
に

森
林
組
合
関
係
で
あ
る
。
監
査

報
告
書
の
中
で
も
「
集
中
改
革

プ
ラ
ン
未
達
成
項
目
に
つ
い
て

は
、
今
後
推
進
に
向
け
て
方
向

づ
け
を
す
る
こ
と
」
と
述
べ
て

い
る
。
今
後
の
改
革
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
聞
き
た
い
。

町　

長

　

い
つ
ど
の
よ
う
な
入
札
方
式

を
す
る
か
は
、
状
況
判
断
を
私

が
指
示
し
対
応
す
る
の
で
、
ご

理
解
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、

一
般
競
争
入
札
、
契
約
の
仕
方

云
々
で
は
な
く
、
事
務
処
理
体

制
、
あ
る
い
は
指
名
委
員
会
の

仕
組
み
も
含
め
て
総
合
的
な
見

直
し
を
し
て
い
き
た
い
。

行
革
は
、
平
成
17
年
か
ら
発
効

し
、
そ
の
後
見
直
し
し
て
い
る
。

22
年
度
か
ら
は
、
新
た
に
行
政

改
革
の
見
直
し
を
行
い
、
そ
の

場
で
項
目
の
設
定
を
行
う
。

再
々
質
問

　

下
請
け
に
つ
い
て
、
県
の

指
導
で
は
、「
同
工
事
の
入
札

参
加
業
者
が
辞
退
し
下
請
け
に

回
る
こ
と
は
談
合
の
温
床
に
も

な
り
、
こ
の
場
合
の
下
請
け
は
、

認
め
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
い

う
見
解
で
あ
る
。
町
長
は
、
法

的
に
問
題
は
な
い
と
し
て
い
る

が
、
見
解
を
聞
き
た
い
。
ま
た
、

「
総
合
評
価
方
式
の
指
名
競
争

入
札
で
行
っ
て
も
談
合
は
防
げ

る
」
と
の
答
弁
で
あ
る
が
、
防

げ
る
根
拠
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

町　

長

　

行
革
は
、
新
し
く
ス
タ
ー
ト

す
る
の
で
、
見
直
し
す
る
部
分

が
多
々
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
関

係
者
の
ご
意
見
を
聞
き
方
向
づ

け
を
定
め
て
い
き
た
い
。
で
き

る
だ
け
公
正
、
透
明
性
を
発
揮

し
な
が
ら
、
今
後
も
契
約
事
務

を
執
行
し
て
い
き
た
い
。

村
上　
　

満　

議
員
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